
発表内容
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１）醸造用原料の安定調達のための地産化

・生産者とのかかわり、関連機関との連携

２）大豆の多収化に向けて

・醸造用新品種大豆 たつひめ

・亜熱帯化干ばつ対策の栽培技術例

３）発酵諸味粕堆肥による資源循環型農業

・2年3作＋土つくり(ASK)

・ASK(発酵諸味粕堆肥）の高度利用

４）まとめに入ります



国も気象変動を踏まえた

品種開発１）

・多収新品種導入
・温暖化対策品種

対策技術の普及２）

・播種時期を遅らす
・複数作柄の並行栽培

を急ぐ

新品種導入･多収化技術普及が急務！＋「教育」
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１）新品種で多収化達成⇒儲かる農業

・新品種導入：多収化、環境対策に必須

⇒新品種導入サイクルの短縮（新品種栽培面積の早期拡大）⇒制度改革

・安定生産 ：米と同様（早生・中生・晩生）

⇒麦も大豆も多様化で安定を図る⇒複数品種導入

・種子生産 ：生産拡大に伴い「種子の増産」、安定のための複数品種化「多品種対応」

⇒種子生産の門戸を広げる ⇒ 高レベル生産者

２）革新技術で省力化と収益性改善⇒担い手確保

・米：育苗、田植えの無い米作り ⇒灌水/乾田直播 ⇒ ドローンで灌水播種

・更に 麦、大豆 のドローン播種へ！？

３）2年3作(米+麦+大豆)+土つくり体系＆技術の集約＆教育の場
・生産団体の「2年3作体系」を一気通貫で捉えた技術開発で生産性を向上

・新品種導入、種子生産、栽培技術試験を併せ「教育」をこの仕組みで担う

・「農商工・公の連携した団体」に対する支援の制度はありませんか？

品種･栽培技術の導入動向/要望
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「原料の産地から お客様の食卓まで」責任を持ち、
「楽しく、豊かで、安全な食生活」に貢献します


